
                                                                          

 

         
                

                               

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

MODEL  TM-3531 
自 動 T - R テ ス タ ー            
 

                             概 要 
A U T O M A T I C  T - R  T E S T E R                         

  

                          

 

 本装置は，タンク中の低温冷媒液（－７０℃）に一定の引張りひずみを

与えた試料を投入して凍結させた後に引張り力を解除し，冷媒液の温

度を等速昇温（２℃／２分）させることで試料を収縮させ，弾性変化を測

定するもので，１回に６個の試料を自動で測定し，データ処理を行いま

す。 
 この試験は伸張後低温で凍結した加硫ゴムが温度上昇とともに弾性

を回復し収縮する能力を測定し，その結晶化傾向，低温での粘弾性的

性質を容易に比較評価する目的に使用されるものです。 
 

 ＭＯＤＥＬ TM-３５３１ 



 

 

  特  長 
 
○二元冷凍機の採用により－７０℃までの試験が可能で，ランニングコストが大幅に削減されます。 
○予冷タイマによりご希望の時刻に冷凍機を自動で起動することができます。最大９９時間９９分まで設定 
できます。 
○試料の取付け以外の作業はすべて（予備伸張も含めて）全自動化されており，試験効率が大幅に向上 
します。 
○WINDOWS上での試験実行，データ処理により高い操作性が得られました。 
 
 
  仕  様 

 

１．準拠規格 ＪＩＳ Ｋ ６２６１ ， ＩＳＯ ２９２１ 

２．試料寸法 平行部分の長さ５０または１００ｍｍ（他の寸法も入力可能） 

３．試験ストローク 最大４５０ｍｍ（ＪＩＳ Ｋ６２６１の大型試験片に３５０％伸張を与えることが可能） 

４．変位（収縮）計測 ロータリーエンコーダ（分解能０．２ｍｍ／１パルス） 

５．試験温度 －７０℃～３０℃ 

６．冷却方式 二元冷凍機（室温～―６０℃まで約 1時間，室温～―70℃まで約１．５時間） 

７．冷媒液 エタノール，メタノール他 

８．冷媒液タンク 容量約３０Ｌ，撹拌装置付き 

９．加熱方式 ヒータのサイリスタ制御 

１０．昇温速度 ２℃／２分の等速昇温 

１１．温度制御 ＰＩＤ温度調節器をパーソナルコンピュータからソフトウェアで制御 

１２． 試験終了警報 ブザー 

１３．データ処理 条件設定，試験動作，データ（ＴＲ値・収縮率）表示，グラフ（温度・収縮率）描画 

１４．本体外形寸法 幅８３０×奥行１１３０×高さ２０８０ｍｍ 

１５．ユーティリティー 
 

電源 ： ＡＣ２００Ｖ，３０Ａ，５０／６０Ｈｚ 
エア源 ： ミスト，水分の除去されたもの，圧力０．６Mpa以上 

１６．安全機構 過熱防止器，冷媒液液面検知による空焚き防止機構，ドアインターロック 

１７．防臭機構 試験時以外にはエタノール槽の蓋が自動的に閉じる 

 

http://www.ueshima-seisakusho.com       E-mail: sales@ueshima-seisakusho.com 

JAT 027-434352
 


